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●
春
の
お
彼
岸
に
な
り
ま
し
た
。梅
が
咲
き
、
桜

が
咲
き
、
お
祭
り
も
近
づ
い
て
い
ま
す
。太
陽
の

光
を
あ
び
、
草
木
の
緑
に
癒
さ
れ
、
春
を
大
い
に

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。お
墓
参
り
も
忘
れ
ず
に
。

日
々
感
謝
の
気
持
で
！

〈
　
一
　
月
　
〉

大
晦
日
の
除
夜
の
鐘
撞
き
、
三
五
〇
人
の
来
山

で
し
た
。
甘
酒
接
待
、
絵
馬
提
供
、
薬
師
講
の

皆
さ
ん
で
焚
き
火
供
養
。
気
持
ち
よ
く
新
年
を

迎
え
ま
し
た
。　
　
　
　

  　
　
　
　

  

１
／
１

御
年
始
に
来
て
下
さ
る
方
が
元
旦
よ
り
一
月
一

杯
続
き
ま
し
た
。

水
族
館
劇
場
の
方
々
が
境
内
で
路
上
芝
居
「
蟻

の
街
物
語
」
を
演
じ
て
く
れ
ま
し
た
。
百
人
の

観
客
。
暖
か
い
日
で
し
た
。
今
年
で
五
年
目
に

な
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

    

１
／
３

寺
の
総
代
さ
ん
に
年
始
。
他
の
方
々
は
郵
送
で

の
年
頭
挨
拶
。
今
年
も
よ
ろ
し
く  　

  

１
／
４

総
代
さ
ん
新
年
会
。
永
年
お
世
話
に
な
っ
た
島

田
弘
ご
夫
妻
ご
招
待
。　
　
　
　

  　

  

１
／
６

午
前
中
、
リ
ア
ル
て
ら
こ
や
、
大
人
・
子
供
大

勢
で
お
も
ち
つ
き
な
ど
な
ど
。
午
後
か
ら
は
一

部
平
家
の
平
曲
。
夕
方
七
時
半
か
ら
坐
禅
会
。

今
年
も
始
ま
り
ま
し
た
。　

  　
　
　

  

１
／
10

朝
坐
禅
会
始
ま
り
ま
し
た
。
毎
回
、
数
人
で
す

が
。
午
前
法
事
、
午
後
は
写
経
の
会
十
六
人
。

平
曲
二
十
人
。
皆
さ
ん
元
気
で
す
。      

１
／
11

本
堂
で
Ｓ
Ｂ〈
サ
ウ
ン
ド
・
バ
ス
〉
睡
眠
に
よ

る
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
。   　
　
　

 　

  

１
／
16

一
月
土
曜
講
座
。
イ
ス
坐
禅
・
お
経
。
川
崎
で

三
味
線
教
室
を
し
て
お
ら
れ
る
藤
本
弥
尾
地
さ

ん
方
で
、
お
寺
で
初
め
て
三
味
線
を
聴
か
せ
て

い
た
だ
く
。
菊
地
玉
雲
さ
ん
朗
読
劇
「
槍
の
小

輔
」
大
変
な
緊
迫
感
。　
　
　
　
　
　

１
／
17

薬
師
講
新
年
会
。
本
堂
で
。.

坐
禅
・
お
経
・

皆
さ
ん
か
ら
一
言
ず
つ
挨
拶
。
皆
で
ア
ン
コ
ウ

鍋
を
つ
つ
く
。
今
年
も
始
ま
り　
　
　

 

１
／
18

湯
島
・
麟
祥
院
で
臨
済
録
勉
強
会
。
横
田
南
嶺

老
師
、
小
川
隆
先
生
。　
　
　
　

  　

  

１
／
19

佐
々
木
石
材
、
川
嶋
さ
ん
等
で
ペ
ッ
ト
墓
の
現

場
確
認
。
い
よ
い
よ
で
す
。　
　
　

    

１
／
20

趙
方
任
さ
ん
訳
の
『
中
国
式
離
婚
』
読
了
。
中

国
の
社
会
を
学
ぶ
。
写
経
の
会
、
伊
村
さ
ん
が

ほ
ぼ
毎
回
境
内
の
お
掃
除
を
し
て
下
さ
る
。　

　
　
　
　
　

 　
　
　
　

 　
　
　
　
　

  

１
／
21

み
ん
な
の
家
で
〝
健
康
体
操
〞　
　

    

１
／
22

大
船
で
森
下
一
先
生
の
一
周
忌
供
養
の
集
ま

り
。
鎌
倉
て
ら
こ
や
の
設
立
発
起
人
。
今
日
の

土
曜
日
は
、坐
禅
会
、木
彫
教
室
、新
聞
サ
ロ
ン
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
集
会
、
法
事
と
と
ん
で
も
な
い
忙
し
さ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　

  

１
／
24

て
ら
こ
や
委
員
会
新
年
会
。〝
き
り
た
ん
ぽ
鍋
〞

で
毎
回
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
八
人
で
。      

１
／
25

水
曜
リ
ア
ル
て
ら
こ
や
、
裏
の
み
ん
な
の
家
で
、

勉
強
・
遊
び
・
食
事
。　

 　
　
　
　

   

１
／
28

鎌
倉
禅
研
究
会
。
今
回
は
円
覚
寺
さ
ん
で
小
川

隆
先
生
と
横
田
老
師
。
八
十
人  　

  　

１
／
29

月
末
に
は
う
ど
ん
教
室
が
二
チ
ー
ム
別
々
に
客

殿
で
開
催
。
皆
さ
ん
上
手
に
な
り
、
毎
回
お
い

し
い
う
ど
ん
を
賞
味
。　
　

  　
　
　

  　

月
末

一
月
も
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
、
寺
の
活
動
が
活

発
に
始
ま
り
ま
し
た
。
建
物
も
境
内
も
皆
さ
ん

に
使
っ
て
い
た
だ
い
て
、
嬉
し
そ
う
で
す
。

〈
　
二
　
月
　
〉

第
一
日
曜
日
は
、
朝
六
時
か
ら
、
鐘
撞
き
・
坐
禅
・

朝
粥
の
坐
禅
会
。
生
き
て
い
る
こ
と
を
毎
回
実

感
し
て
い
ま
す
。
毎
回
十
人
程
で
、
ど
う
ぞ
お

出
か
け
下
さ
い
。
予
約
不
要
で
す
。
そ
し
て
、

一
の
付
く
日
の
写
経
の
会
、
三
時
か
ら
春
の
文

化
展
実
行
委
員
会
。
淑
子
さ
ん
節
分
の
諸
準
備
。

　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　

  

２
／
１

節
分
前
日
。
台
所
の
支
度
、
大
忙
し
。
加
藤
さ

ん
小
暮
さ
ん
北
原
さ
ん
来
て
下
さ
る　

   

２
／
２

節
分
。
サ
ン
ガ
の
会
三
十
四
人
。
薬
師
講
四
十

人
。
午
前
の
支
度
と
午
後
か
ら
の
豆
ま
き
。
順

調
に
始
ま
り
、
八
時
半
に
は
全
て
終
了
。
今
年

も
沢
山
の
子
供
た
ち
や
、
田
村
議
員
、
井
上
議

員
も
来
て
く
れ
ま
し
た
。
関
係
者
含
め
て
三
〇

○○○○○○

○○○○○○○○○

○○○○●○○○
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〇
人
の
参
加　
　
　
　
　
　
　
　

  　

  

２
／
３

節
分
片
付
け
。
女
性
陣
と
薬
師
講
で
。

青
年
会
議
所
の
歴
代
理
事
長
長
会
、
石
川
酒
造

で
。
年
寄
り
か
ら
若
年
ま
で
三
十
人
。  

２
／
４

鎌
倉
禅
研
究
会
で
建
長
寺
へ
。
舘
隆
志
先
生
、

岩
間
眞
知
子
先
生
の
名
講
義
、
あ
た
た
か
い
も

の
を
感
じ
ま
す
。
六
十
人
。　

  　
　

  

２
／
５

寺
で
は
第
一
第
三
木
曜
日
の
寺
ヨ
ガ
。
本
堂
で

皆
さ
ん
と
て
も
熱
心
。　
　
　
　

  　

  

２
／
５

麟
祥
院
臨
済
録
勉
強
会
。
小
川
先
生
、
横
田
老

師
、
夕
食
会
は
欠
席
。　
　
　
　

  　

  
２
／
８

虎
ノ
門
病
院
に
て
大
腸
の
検
査
。
異
状
な
し
。

ホ
ッ
と
し
ま
す
。
ミ
ス
ミ
建
設
来　
　

２
／
10

写
経
の
会
、
十
七
人
の
参
加
。　
　
　

２
／
11

鎌
倉
建
長
寺
僧
堂
の
修
行
仲
間
、
三
夫
婦
で
箱

根
の
温
泉
で
静
養
。　
　
　
　
　

２
／
12
〜
13

リ
ア
ル
て
ら
こ
や
午
前
中
。
午
後
平
曲
。
そ
し

て
坐
禅
会
。
活
発
で
す
ね
。　
　
　
　

２
／
14

今
日
は
お
釈
迦
様
の
亡
く
な
っ
た
涅
槃
の
日
。

御
詠
歌
講
中
の
方
々
と
皆
と
一
緒
に
御
詠
歌
。

イ
ス
坐
禅
も
。
そ
し
て
恒
例
の
太
田
博
子
さ
ん

の
ハ
ー
プ
演
奏
。
土
曜
講
座
合
同
で
菊
地
玉
雲

さ
ん
の
朗
読
劇「
槍
の
小
輔
」。
お
見
事
で
し
た
。

長
時
間
皆
様
も
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。
三
十
五

人
。
客
殿
で
は
平
曲
十
七
人
で
し
た
。
お
釈
迦

様
の
日
は
、
い
つ
も
御
詠
歌
の
方
々
の
御
奉
仕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
／
15

禅
セ
ン
タ
ー
で
尺
八
の
会
、
夜
。　

    

２
／
16

今
日
は
私
の
八
十
歳
の
誕
生
日
。
鎌
倉
の
修
行

か
ら
帰
っ
て
き
て
、
五
十
年
。
や
っ
と
五
十
年
。

あ
り
が
た
い
事
で
す
。　
　
　
　
　
　

２
／
17

虎
ノ
門
病
院
で
定
期
検
査
報
告
を
聞
く
。
異
常

ナ
シ
だ
が
、
カ
テ
ー
テ
ル
検
査
を
し
て
お
く
と

の
こ
と
。
室
町
・
砂
場
で
そ
ば
い
た
だ
く
。
初

め
て
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
／
19

鎌
倉
食
を
学
ぶ
会
で
建
長
寺
へ
。
地
域
活
動
家

渡
邉
公
子
さ
ん
の
ふ
ら
っ
と
カ
フ
ェ
・
食
事
支

援
の
話
と
、
建
長
汁
を
作
っ
て
食
べ
る
会
。
禅

と
食
事
を
す
る
。
七
十
人　
　
　
　
　

２
／
21

西
東
京
臨
済
会
新
年
総
会
。
八
王
子
鶯
啼
庵
で

二
十
四
人
。
若
い
人
元
気
。　
　
　
　

２
／
23

芸
大
、
げ
ん
ご
ろ
う
劇
団
、
菅
井
さ
ん
、
会
場

の
下
見
に
来
る
。　
　
　
　
　
　
　
　

２
／
24

八
十
歳
の
記
念
に
淑
子
さ
ん
と
マ
レ
ー
シ
ア
二

泊
四
日
の
旅
。
イ
ス
ラ
ム
・
ヒ
ン
ズ
ー
・
中
華
、

ア
ジ
ア
文
化
混
交
の
国
。　
　
　

２
／
25
〜
28

帰
国
し
た
日
の
夜
、
土
曜
坐
禅
会
。
十
三
人
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
／
28

八
十
歳
を
や
っ
と
迎
え
ま
し
た
。
ど
う
に
か
こ

こ
ま
で
来
ま
し
た
。
あ
と
、
ど
れ
だ
け
出
来
る

か
正
直
心
配
で
す
。
で
も
、や
ら
ね
ば
。
皆
さ
ん
、

よ
ろ
し
く
頼
み
ま
す
。

ペ
ッ
ト
供
養
の
お
墓
を

　
　
　
　
新
設
致
し
ま
す

　

お
寺
の
周
辺
で
も
犬
の
お
散
歩
を
さ
れ
て
い
る

方
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
ペ
ッ
ト
の
動
物
た

ち
が
、
か
け
が
え
の
な
い
家
族
の
一
員
と
な
っ
て

い
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
度
、
一
部
の
檀
信
徒
の
皆
様
か
ら
お
話
し

も
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
動
物
供
養
塔(

ペ
ッ

ト
供
養
塔)

の
新
設
を
決
定
致
し
ま
し
た
。

　

基
本
的
に
は
檀
信
徒
用
の
施
設
と
考
え
て
お
り

ま
す
が
、
対
象
の
間
口
を
ど
こ
ま
で
広
げ
る
こ
と

が
で
き
る
の
か
、
納
骨
料
や
使
用
料
を
ど
う
し
て

い
く
か
な
ど
、
細
か
な
部
分
は
こ
れ
か
ら
吟
味
し

て
、
七
月
の
盂
蘭
盆
に
は
お
知
ら
せ
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
続
報
を
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

写真はイメージとなります

○○○○○○○○○

○○○○○○○○●
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毎月第一日曜日　朝6時～9時　坐禅後に禅の食事作法に則ってお粥をいただきます。

鐘を撞きながら般若心経読経。ご予約ご不要です。 4/5   5/3   6/7   7/5

毎週土曜日　子供：18時～19時　大人19時半～21時　足にご不安の方には、

イス坐禅もございます。※子供坐禅は要予約にてお願い致します。

3月17日（火）～23日（月）毎朝6時～7時。暁鐘を撞いて読経。ご予約ご不要です。

毎月１回開催の公開講座。毎回13時～16時。地域文化を一緒に学びます。

毎月１の日（1日、11日、21日）13時～15時般若心経写経。支度片付けは全員で。

毎月第１第３火曜日13時半～15時ホトケのココロを歌に乗せて　指導：高井淑子

現在２クラス開講中。各クラス月１回。講師：島田辰夫先生

毎月第１第３木曜日10時～11時　予約不要￥500　要ヨガマット、水分補給飲料

講師：園部多恵子さん　https://www.instagram.com/tae.yoga/

毎月第２土曜日午前中＆毎月第４水曜日午後2時～7時半（小学生は4時半まで）

土曜日はお寺客殿、平日は裏の第二駐車場隣りの「みんなの家」にて開催。

主催：らいむぎハウス　問い合わせ090-5542-6159（水野義裕）

子どもたちの学習支援、居場所づくり、こども食堂。ボランティア募集中。

平家琵琶を聴く会。4/11,12午後1時～4時。5月お休み。6月から日程変更

第2日曜日 第3土曜日10時半～16時開催 問い合わせ：鈴木孝庸090-1267-0864 

クリスタルボウル、チベタンボウルの音色の中で静かに横たわるリラクゼーション

です。原真弓090-4392-7133　4/17,5/15,6/19,7/10 いずれも午前10時～11時15分

毎月第１第３土曜日　13時～16時　講師：新井達矢先生　見学可能　仏像や

能面を彫ってみませんか？　月謝5,000円（道具、材料費は要別途）

新井達矢先生ブログ　https://ameblo.jp/tapazya-1982/

毎月1回(主に第３月曜日13時半～15時半頃)。

問い合せ：中野つたえ　042-554-2444

毎月第1第３月曜日　19時半～21時頃　坐禅15分、練習60分　

問い合わせ：坂井陵童　042-554-3273

毎月第３日曜日13時半～16時半　老若男女問わずご参加下さい。お子様の

御参加も大歓迎です。　問い合わせ：新井政昭　090-3089-3011

毎月第４土曜日13時～14時　新聞を使って自分の世界を楽しく広げましょう。

お子様のご参加大歓迎。要予約　鹿野川喜代美　042-554-7343   090-6549-0751

毎月第２水曜日 第４金曜日10時～16時　みんなで縫い物をする集まりです

問い合わせ：根岸か代子

健康体操をみんなで一緒に行います。毎週金曜日14時～16時。

羽村不登校児童の親御さんの会。定例会を第３土曜日午前中に開催。

…… 

……

……
……
……
……
……
……

……

……

……

……

……

……

……

……

……

……
……

○薬師講中・寺子屋委員会・護持会・女性サンガの会　――活動中です――
○禅センター・みんなの家　ご使用下さい　
□各会の会場：●宗禅寺　◯禅センター　▲みんなの家・学び舎

●朝 粥 坐 禅 会 

●土 曜 坐 禅 会

●彼岸早朝坐禅会
●土 曜 講 座
●写　　経　　会
●鎌 倉 流 御 詠 歌
●手打ちうどん教室
●い き い き ヨ ガ

●リアルてらこや

● 一 部 平 家

● サ ウ ンド バ ス

○木　彫　教　室

○宗禅寺俳句会

○尺 八 吹 禅 の 会

○将 棋 愛 好 会

▲新 聞 サ ロ ン

▲竹 （々ちくちく）会

▲介 護 予 防 体 操
▲ ポ コ ア ポ コ

ーお寺で本当の自分に気づくー






